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～学校と家庭と地域で子育てする和琴小～ 

■学校教育目標 

よく考え正しく判断できる子（知） 

強い心と体でやり抜く子（体） 

優しい心で助け合う子（徳） 

 

 

＜１１月の行事＞ 下校時刻は、前半が 5時間・後半が 6時間 

日 曜 行    事 下校時刻 給食 

1 日 週休日   

2 月 安全点検日 実行委員会 14:20 15:20 ○ 

3 火 文化の日  ○ 

4 水  14:20 ○ 

5 木 校内発表会 14:20 15:20 ○ 

6 金 会場準備 14:20 15:20 ○ 

7 土 学習発表会（土曜授業） 11:30  

8 日 週休日   

9 月 後片付け 14:20 15:20 ○ 

10 火  14:20 15:20 ○ 

11 水 全校朝会 14:20 ○ 

12 木   14:20 15:20 ○ 

13 金  14:20 15:20 ○ 

14 土 週休日   

15 日 週休日   

16 月  14:20 15:20 ○ 

17 火  14:20 15:20 ○ 

18 水  14:20 15:20 ○ 

19 木 自主公開研 13:00 14:00 ○ 

20 金 クラブ３ 14:20 15:20 ○ 

21 土 週休日   

22 日 週休日   

23 月 勤労感謝の日   

24 火  14:20 15:20 ○ 

25 水 全校朝会  14:20  ○ 

26 木  14:20  15:20 ○ 

27 金  14:20  15:20 ○ 

28 土 週休日   

29 日 週休日   

30 月  14:20  15:20 ○ 

※昨今の状況から予定が変更になる場合がございま

す。ご了承ください。 

 

持続可能な〇〇〇 

校長 齋藤 超 

 全道で初霜・初氷・初雪の便りが聞かれるように

なり、寒い冬がもうそこまで近づいていることを感

じるようになりました。個人的には、暴風雪による

臨時休校がない冬になって欲しいと願っておりま

す。 

 このコロナ禍の中、様々な活動をどう続けていく

のかということが大きな話題となっております。経

済活動しかり、教育活動も様々な工夫を凝らし取り

組んでいる最中です。そのような中、世界の明るい

未来のために頑張ろうと、２０１５年に国連で決め

た目標があります。「ＳＤＧｓ（エス・ディー・ジー

ズ）」と言います。これは将 

来の人に負担を残したり、 

押しつけたりするようなこ 

とをしないで、今を生きて 

いる人たちの問題を解決していくということです。

持続可能な開発目標は１７個あります。その中から

１つ紹介したいと思います。目標１２「つくる責任、

つかう責任」です。人や自然に負担をかけず、質が

高くて多くのものが得られる精算と消費の在り方を

追求する。特に日本では食品廃棄量が問題となって

います。平成２８年度の農林水産省・環境省の推計

では、廃棄物が年間２７５９万トン。そのうち食べ

られるのに捨てられる食品ロスは年間６４３万ト

ン。私たち１人あたりでは年間５１ｋｇになります。

毎日おにぎり１個以上捨てている計算になります。

捨てた理由は、①食べ残し５７％ ②傷んでいた２

３％ ③賞味期限切れ６％ ④消費期限切れ５％の順

だそうです。この食品ロスの量は、世界が途上国に

援助している食べ物３９０万トンの約１．６倍。そ

のことを理解した上で、日頃の生活を見直す必要が

ありそうです。一人暮らしの私も、冷蔵庫で食べ物

を傷ませてしまうことがあるので、気をつけて行き

たいと思います。 

 



 

 

 

 

＜校内マラソン記録会＞ 

 １０月１日（木）に校内マラソン記録会を行いまし

た。例年なら美羅尾山麓マラソンに学校全体で出場し

ていましたが、新型コロナの影響で今年は学校で行う

ことになりました。学校の東グラウンドスタートで西

グラウンドを回る１周５００ｍのコースです。距離は

１ｋｍ・２ｋｍ・３ｋｍから完走を目標に児童が選び

ました。当日は大変良い天気のマラソン日和になりま

した。どの児童も９月のはじめから、朝のパワーアッ

プタイム等を使って練習してきた成果を十分に出し

て目標の距離を走りきることができました。子供たち

の体力は体力テストの結果から

も向上し、運動への意欲の高ま

りも感じています。これから寒

くなっていきますが、寒くても

元気に体を動かす和小の子供た

ちの姿がこの冬も見られそうで

す。４日に行われた美羅尾山麓

マラソンにも３名が出場し、見

事に完走していました。 

  

＜ぶどうの収穫＞ 

 １０月１４日（水）に町のぶどう畑に行き、ぶどう

の収穫の手伝いをしました。あいさつをして、収穫の

仕方を教わりました。ぶどうをとったら、緑の実や茶

色の実をはさみで切り取ることを教わりました。町で

育てているぶどうは「山幸」という種類だということ

がわかりました。子供たちは、教えられたことをしっ

かり守って、ていねいに収

穫していました。ていねい

に収穫したことで、たくさ

んの量をとることはでき

ませんでしたが、それでも

１人バケツ２杯分くらい

の収穫をすることができ

ました。時間が許せばもっ

ともっと収穫していたか

ったです。 

＜避難訓練（不審者）＞ 

 １０月１９日（月）に不審者が学校の敷地内に入っ

てきたときのことを想定した避難訓練を行いました。

今年の避難訓練はこれで、火災、地震に続いて３回目

になります。子供たちは「お・は・し・も」をしっか

り覚え、静かに落ち着いて避難することができました。 

今回のような訓練では、児童はもちろん、教職員それ

ぞれの役割をしっかり果たせるかということも大変

重要になります。子供たちの安全を確保するためにも

このような訓練をこれからも続けていきたいです。 

 

＜総合的な学習～中間発表会～＞ 

 １０月２９日（木）に総合的な学習の時間の中間発

表会がありました。今回は３・４・５年生が農園で育

てた野菜について自分の興味関心のあることを中心

に調べ、３年生はポスターに４・５年生はパワーポイ

ントでまとめて発表しました。それぞれの発表に新し

い発見があったこと、４・５年生のパワーポイントを

使った発表が以前より上手に

なっていたことがとても良か

ったです。３月の発表にも期待

しています。 

 

＜学習発表会に向けて＞ 

今年度の学習発表会のスローガン「輝け！ みんな

の笑顔・歌声・演技・個性」に向かって練習が始まり

ました。今年は新型コロナウイルスの関係で、参観は

家族のみとさせていただき、開催する運びとなりまし

た。地域の皆様をご案内できず、大変申し訳ありませ

んが、ご理解いただければありがたいです。 

 

＜ぶどうをいただきました＞ 

 地域の金刺様より、秋の味覚のぶ

どうをいただきました。子供たちは

「あまい。」「おいしい。」と言いなが

ら、最後の１つぶまで食べていまし

た。金刺様、大変ありがとうござい

ました。 

 

 

 

 

和琴小ホームページ http://163.44.3.160/app-def/S-102/washou/ 

 和琴小学校の取り組みや児童の活躍 

等を随時紹介していきます。ご一読の 

ほど、よろしくお願いいたします。 


